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第２次深谷市総合計画に掲げる
６つの「まちのイメージ」実現に向けた
施策を展開

令和４年深谷市議会第１回定例会
２月22日から３月17日まで
　令和４年度の一般会計当初予算は、522億8,594万7千円で、前年に比べ７億7,660万
1千円（1.5％）の増額となりました。これは、新庁舎整備事業の完了や花園インター
拠点整備プロジェクトの進捗に伴う予算が減額する一方、渋沢栄一翁顕彰のさらなる推
進や、川本複合施設の建設など、将来のまちづくりに必要な事業を着実に推進するため
の経費を計上した結果、ほぼ横ばいとなったものです。

健康でいきいきと健康でいきいきと
暮らせるまち暮らせるまち

安心とやすらぎを安心とやすらぎを
感じられるまち感じられるまち

みんなで創るみんなで創る
協働のまち協働のまち

活力とにぎわいに活力とにぎわいに
あふれるまちあふれるまち

次代を担う人と次代を担う人と
文化を育むまち文化を育むまち

・私⽴保育施設運営事業………44億8,262万9千円
第２⼦保育料の無償化

・国民健康保険・後期高齢者医療特別会計繰出金
……32億9,050万5千円

人間ドックなどの受診費用の助成金額を拡充 

・防犯のまちづくり⽀援事業……910万円
詐欺被害防⽌機能付電話機の無償貸与

・常備消防車両購入事業………1億36万円
災害対応特殊⽔槽付消防ポンプ⾃動⾞を
配備（上柴分署）

・⾏政情報化推進事業…………3,626万2千円
⾏政⼿続きオンライン化の推進

・企画調整事務費…………………786万5千円
第２次深⾕市総合計画 後期基本計画を策定

・産業価値向上事業………………2億5,183万6千円
ベジタブルテーマパークフカヤの推進

・特産物PR事業…………………………672万4千円
「農業王国ふかやマルシェ」を開催

・渋沢栄一政策推進事業……1,559万1千円
「渋沢栄⼀ひとづくりカレッジ」開講
・畠⼭重忠顕彰事業……………748万2千円
　畠⼭重忠に関する企画展等を開催
・特別⽀援教育事業………………5,019万円

インクルーシブ⽀援員の増員

花園ＩＣ拠点整備プロジェクト
産業拠点推進事業（土地区画整理事業含）4億6,101万4千円

論語の里施設管理活用事業
1億8,803万3千円

川本複合施設建設事業
16億2,937万6千円

岡部駅橋上駅舎化事業
1,749万8千円

快適で利便性の快適で利便性の
高いまち高いまち

・中央⼟地区画整理事業…………5億2,675万円
市役所通りを新たなシンボルロードに

・岡部駅橋上駅舎化事業…………1,749万8千円
岡部駅橋上駅舎化に向けた基本計画を策定

総合計画から見た 主な新年度予算総合計画から見た 主な新年度予算

〜「みんながうれしい ふかや」への第一歩〜
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予 算 審 議
（特別委員会で集中審議）

総括

福祉

施政方針の中に行政評価と予算編成の連動強化と

あるが、具体的にどのような点が強化されたのか。

行政評価と予算要求を一体的に行う予算編成サイ

クルとし、連動の強化を図った。具体的には、行

政評価と予算の概算要求を同時期に開始し、その

内容を一体的に検証する総合計画推進ヒアリング

により、今後の方向性や事業内容を確認し、精査

を行っている。その後、各種事業の展開を再度検

討する時間を十分に設け、限りある財源の中で今

後の方向性と予算内容が可能な限り一致するよう

調整を図るプロセスを取り入れている。

国の令和３年度補正予算における新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金に関する本市

の状況は。

当該交付金に係る本市の交付限度額は４億7,878

万9,000円で、本市への交付は令和４年度中とな

る予定であり、その活用に関しても令和４年度中

を予定している。使途に関しては、引き続き新型

コロナウイルス感染拡大の防止、感染拡大の影響

を受けている地域経済や住民生活の支援など、地

方公共団体が地域の実情に応じて実施する事業に

自由度高く活用することが可能とされている。こ

れを受け、本市ではその活用に関して全庁的に検

討を進めており、令和４年度の補正予算で改めて

提案していく。

令和４年度から就労準備支援事業を新規に展開す

る事になった経緯と目的は。

平成27年４月から生活困窮者自立支援法が施行

され、その後自立相談支援事業、家計改善支援事

業を実施してきたが、就労準備支援事業が未実施

であった。これまでも一般的な就労相談は実施し

ていたが、基本的な生活習慣や社会参加が不得手

な方に、一般就労に向けた支援が効果的に実施で

きていないという課題があった。前述の３事業を

一体的に実施し包括的な支援体制をつくり、求職

活動以前の基礎的なスキル習得を目的としたきめ

細やかな支援を行い、生活困窮者の自立促進を図

るものである。

就労準備支援事業の詳細は。

体制として就労準備支援員を１名配置し、利用者

の状態に応じて段階的に支援を進める中で、基本

的なスキルを身につけ一般就労に向けた技能や知

識の習得を目指す。令和４年度は支援対象者10

名を見込んでいる。

第１子に５万円相当、第２子以降に３万円相当の

ネギーを付与するタイミングは。

毎月１回、月末である。市独自事業として子育て

世帯への経済的なサポート、市内経済の活性化、

子供の誕生を祝福する祝金といった事業目的を果

たせるよう継続的に事業を実施していく。

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

生活困窮者自立支援事業

0 歳児子育て支援金支給事業

都市整備教育

新年度は例年の半分の更新延長だが、その理由は。

令和３年度からは重要給水施設配水管更新を重点

的に進めている。石綿セメント管更新と比べ口径

が大きく、資材費や敷設費が高額となるため更新

延長が短くなっている。

小前田地内の舗装本復旧工事の位置と時期は。

令和２年と３年度に施工した小前田第５雨水幹線

を工事した箇所で、秩父鉄道小前田駅の東で秩父

鉄道ガード下付近から南へ行った信号機のある交

差点までの約 100メートルの区間である。工事

の時期は、今年の 10月以降の発注を予定してい

る。

道路照明灯の電源をソーラー式にして電気代を削

減する考えは。

蓄電池の耐用年数が短いものもあり、その交換経

費など維持管理費を考慮すると、現時点ではソー

ラー式への切り替えは考えていない。また、安い

単価で契約をできるものは、東京電力からふかや

ｅパワーへ切り替えるなど、経費削減に努めてい

る。

登下校時の見守り隊、こども110番の家、こども

110番の車の数は。

見守り隊は、１日当たり登校時平均24.6名、下

校時19.0名。現在、こども110番の家は 2,187

軒、こども110番の車は488台の方々に協力いた

だいている。また、こども110番の車の協力促進

のため、ステッカーを車の内側に貼れるものに変

更した。

現状に対して力を入れるところがあるか。

令和４年１月時点における市内のいじめ件数は、

小学校80件、中学校38件。不登校児童生徒の人

数は小学校14名、中学校101名である。令和４

年度は学校総合支援員を10名から19名に増やし、

教育相談員が心のケアを担当し、児童生徒へより

丁寧かつきめ細やかな支援ができるよう取り組ん

でいく。

学校総合支援員を増やした理由は。

不登校や学びに困難を抱えている児童生徒の数が

増えている現状を踏まえて、子ども達のきめ細や

かな支援を行うために増員した。

ＩＣＴ支援員の役割は。

全部で９名のＩＣＴ支援員を配置し、ＩＣＴ機器

を用いた授業の支援、ＩＣＴ機器の設定、環境の

整備などを行う。

QQ

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

A

老朽管更新事業

雨水管渠建設費

交通安全施設整備管理事業

小学校健康・安全教育推進事業

いじめ・不登校対策事業

小・中学校教育活動推進事業

議
案
第
21
号

令
和
４
年
度一

般
会
計
予
算

反
対
討
論

　
本
議
案
は
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
や
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
支
援
体
制
の

整
備
、
市
民
の
暮
ら
し
を

支
援
す
る
事
業
の
予
算
化

な
ど
、
大
い
に
評
価
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
の
一
つ
で
あ
る
給

食
費
の
無
償
化
や
、
中
小

企
業
を
支
援
し
地
域
経
済

の
振
興
を
図
る
一
般
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
、

ま
た
、
難
聴
の
高
齢
者
を

支
援
す
る
補
聴
器
の
購
入

費
助
成
制
度
な
ど
、
市
民

の
願
い
が
予
算
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
本
議

案
に
反
対
で
あ
る
。

鈴
木　
三
男

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
と
は

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

と
と
も
に
、
感
染
の
影
響

を
受
け
て
い
る
地
域
経
済

や
住
民
生
活
を
支
援
し
、

地
方
創
生
を
図
る
た
め
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
き

め
細
や
か
に
効
果
的
・
効

率
的
な
事
業
を
実
施
で
き

る
よ
う
に
国
か
ら
交
付
さ

れ
た
臨
時
交
付
金
で
す
。

予算特別委員会
委員長　馬場　茂

議長を除く議員23名で審議しました。
２日間の予算審査で審議項目は106項目。

議長
武井　伸一

令和４年度、当初予算の審査を、予算特別委員会を設置
し、施政方針との整合性や財政運営の健全性、新規事業
の費用対効果、各事業の効率性を含め、集中審議を行い
ました。
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産業

農業関連予算が相対的に減額しているようだが、

農業を底上げするようなＰR活動を、どのように

考えているのか。

都内で行ってきたＰR活動を、農業女性の力を借

りながら、深谷テラスで展開していきたいと考え

ている。

昨年度比較で予算が大幅に拡充しているが、事業

比較で戦略上の違いはあるのか。

予算拡充の大部分は、発行するネギーのポイント

分である。運営経費については、引き続き縮減に

努めていきたい。

行政事業削減効果として、口座振替キャンペーン

という実績がある。新年度、新たな展開が図られ

るのか。

地域通貨活用推進のため、プロジェクトチームを

組成して検討をしてきた。３月末に市長へ提言を

行い、新事業が一つでも多く実施できるように取

り組んでいきたい。

Q

Q

Q

A

A

A

農林水産業費

地域通貨導入事業

Q
市
、
事
業
者
、
教
育

に
携
わ
る
者
の
役
割

が
努
力
規
定
と
し
て
あ
る

が
、
事
業
者
へ
の
協
力
の

申
し
入
れ
が
重
要
で
は
な

い
か
。

A
社
会
全
体
で
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、

事
業
者
の
理
解
と
協
力
が

不
可
欠
な
た
め
、
深
谷
商

工
会
議
所
、
ふ
か
や
市
商

工
会
、
深
谷
寄
居
医
師
会

に
協
力
を
申
し
入
れ
た
。

今
後
、
不
動
産
業
界
な
ど

に
も
協
力
を
依
頼
し
、
周

知
、
啓
発
に
努
め
る
。

Q
相
談
体
制
は
ど
う
か
。

A
先
進
地
の
事
例
を
参

考
に
、
専
門
機
関
と

の
連
携
も
含
め
研
究
す
る
。

当
事
者
か
ら
の
相
談
に
は
、

人
権
教
育
専
門
員
2
名
が

対
応
す
る
。
相
談
員
は
、

研
修
会
に
参
加
す
る
な
ど

適
切
な
対
応
が
と
れ
る
よ

う
に
研
究
し
て
い
く
。

Q
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
に
つ
い
て
の
検

討
状
況
は
。

A
本
条
例
を
根
拠
と
し

て
要
綱
を
整
理
し
て

い
く
。
制
度
の
内
容
は
、

東
京
都
な
ど
の
先
進
事
例

を
基
に
同
様
の
内
容
で
実

施
す
る
。
利
用
で
き
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
営
住

宅
の
入
居
申
請
や
市
民
税

関
係
の
証
明
書
発
行
な
ど

15
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

配
偶
者
及
び
親
族
同
様
に

取
り
扱
う
。

Q
地
方
交
付
税
の
増
額

と
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
減
額
の
理
由
は
。

A
普
通
交
付
税
は
、
国

の
令
和
3
年
度
補
正

予
算
に
伴
う
再
算
定
の
結

果
、
9
億
3
，
7
0
0
万

円
の
増
額
と
な
っ
た
。
こ

の
増
額
は
、
主
に
令
和
3

年
度
の
臨
時
財
政
対
策
債

に
係
る
将
来
の
償
還
財
源

と
し
て
措
置
さ
れ
て
い
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
補

正
予
算
全
体
の
財
源
対
策

を
講
じ
る
中
で
必
要
な
範

囲
で
の
活
用
と
し
、
普
通

交
付
税
増
額
相
当
を
減
額

す
る
も
の
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
金
支
給
事
業

Q
減
額
と
な
っ
た
理
由

は
。

A
申
請
件
数
を
当
初
2

7
3
件
見
込
ん
だ
が
、

1
月
末
現
在
、
新
規
申
請

1
2
0
件
、
再
支
給
27
件

で
、
金
額
は
当
初
の
半
分

に
達
し
て
い
な
い
。
申
請

が
少
な
い
理
由
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
で
の
貸
付
け

を
利
用
し
借
り
切
る
条
件

を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
方

が
相
当
数
い
る
こ
と
や
、

申
請
者
に
預
貯
金
が
一
定

程
度
あ
れ
ば
支
給
対
象
外

と
な
る
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

ご
み
収
集
委
託
事
業

Q
減
額
だ
が
、
ご
み
が

減
少
し
て
い
る
の
か
。

A
委
託
契
約
額
の
確
定

に
よ
る
減
額
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
家
庭

ご
み
は
増
加
傾
向
で
あ
る

が
、
事
業
系
ご
み
は
減
少

し
て
お
り
全
体
で
は
微
増

で
あ
る
。

会　派　名 深谷同志会 深政クラブ 深和会 公明党 日本共産党 無会派
審
議
結
果

議  員  名

議  案  

小
嶋
　
　
隆

福
島
　
秀
樹

今
井
慶
一
郎

富
田
　
　
勝

茂
木
　
一
郎

田
口
　
英
夫

⻆
田
　
義
徳

清
水
　
健
一

柴
崎
　
重
雄

馬
場
　
　
茂

武
井
　
伸
一

湯
本
　
哲
昭

石
川
　
克
正

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

仲
田
　
　
稔

三
田
部
恒
明

五
間
く
み
子

中
矢
　
寿
子

佐
久
間
奈
々

鈴
木
　
三
男

村
川
　
徳
浩

小
林
　
　
真

加
藤
　
利
江

性的指向及び性自認の多様性を理解し尊重する社会の推進
に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長
（
※
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

ひとり親家庭等医療費支給に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
工事請負契約の締結（川本複合施設建築ほか工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
工事請負契約の変更契約の締結（深谷テラス公園整備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和３年度一般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令
和
４
年
度

一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可決
国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
国済寺土地区画整理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
ふかや花園駅前土地区画整理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

ロシア連邦によるウクライナ侵攻を厳しく非難し、軍の即時
撤退と平和的解決を強く求める決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

3月定例会　議案に対する各議員の賛否（一部掲載）

※議長は可否同数のみ採決に参加します。

【 〇：賛成、×：反対 】

全
て
の
市
民
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
多
様
な
生
き
方
を
認
め

合
う
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

小
・
中
学
校
管
理
事
業
や
障
害
者
自
立
支
援
医
療
費
給
付

事
業
の
増
額
、
各
種
事
業
の
不
用
額
の
減
額
な
ど
、
合
わ

せ
て
11
億
６
，
５
６
５
万
５
千
円
の
減
額
補
正
で
す
。

事業費が2,891万5,000円で、対前年680万円ほ

ど増額となっているが、内容は。

災害時の避難場所として一番大きいビッグタート

ルの防災倉庫を増設するもので、令和元年の台風

19号の際、市内に複数ある防災倉庫からビッグ

タートルに物資の輸送をして対応したが、有事の

際、限られた人数での対応となるので、予め備蓄

数を増やしておくものである。

備蓄食料品等は、ローリングストック制を採用し

ているが、どのような割合で交換が行われている

のか、そして賞味期限が近くなった物は廃棄して

いるのか。

地震や水害などによる避難者数を想定し、食べ物

や水などを中心に約６万食を備蓄しているが、ロ

ーリングストックは賞味期限が到来する時期を分

散し、６万食を５年間で全て入れ替える形で予算

の平準化に取り組んでいる。賞味期限が到来する

物の活用は、総合防災訓練や社会福祉協議会と連

携し、さまざまな場面で有効活用している。

Q

Q

A

A

防災施設整備維持事業
防災

行 事 内 容

26（水） 議員全員協議会
 ・住民税非課税世帯等に対する臨時

特別給付金の概要及び対応　など

1月

行 事 内 容

15（火） 議会運営委員会
 議員全員協議会
 ・深谷市地域防災計画の改訂　など
22（火） 議会運営委員会、議会開会、議案説明

予算特別委員会
28（月） 議案質疑

2月

行 事 内 容

  2（水） 総務委員会
  3（木） 福祉文教委員会
  4（金） 産業建設委員会
  7（月） 予算特別委員会
  8（火） 予算特別委員会
11（金） 一般質問
14（月） 一般質問
15（火） 一般質問
17（木） 議会運営委員会、議会閉会
 議員全員協議会
 ・深谷市ハザードマップの改訂 など

3月

人
事
案
件

性
的
指
向
及
び
性
自
認
の
多
様
性
を

理
解
し
尊
重
す
る
社
会
の
推
進
に

関
す
る
条
例

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

条例

補正

補
欠
選
挙
で
新
議
員
誕
生

　
１
月
23
日
執
行
深
谷
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
に
お
い
て
、
小こ

ば
や
し
ま
こ
と

林
真
氏
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
所
属
委
員
会
は
産
業
建

設
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

議会のうごき議会のうごき

達



Q

Q Q

A

A A
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

市政への一般質問市政への一般質問

89

映像は
こちらから

映像は
こちらから

映像は
こちらから

Q　

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
概
要
は
。

A　

熊
谷
市
、
深
谷
市
、
寄
居
町
で
構
成

さ
れ
る
一
部
事
務
組
合
で
、
ご
み
焼
却
施

設
の
管
理
運
営
、
介
護
保
険
の
事
務
等
を

共
同
処
理
し
て
い
る
。

Q　

組
合
で
共
同
処
理
し
て
い
る
事
務
を

深
谷
市
単
独
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A　

引
き
続
き
、
近
隣
市
町
と
連
携
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
第
一
に
効
率
的

に
業
務
を
実
施
し
て
い
く
。

●
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

Q　

こ
の
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く

聞
き
た
い
。

A　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
な
か
の
一
つ
の
事

業
で
あ
り
、
高
齢
者
が
地
域
で
元
気
に
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、
地
域
で
の
支

え
合
い
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業

で
あ
る
。

●
下
郷
地
区
の
公
園
に
つ
い
て

Q　

こ
の
公
園
に
つ
い
て
は
何
度
か
質
問

し
て
い
る
が
、
東
方
東
部
地
区
に
は
、
公

園
ま
た
は
広
場
と
呼
ば
れ
る
所
が
な
い
。

公
園
広
場
建
設
が
実
現
す
れ
ば
、
幡
羅
遺

跡
公
園
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
意
味
で
東

方
東
部
地
区
の
活
性
化
に
大
い
に
貢
献
で

き
る
と
思
う
が
。

A　

当
初
、
北
通
り
線
の
完
成
に
合
わ
せ

た
形
で
の
検
討
と
し
て
い
た
が
、
幡
羅
遺

跡
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
市
民
が
憩
い
、
そ
し
て
親
し
ま
れ
る

遺
跡
と
し
て
、
ま
た
市
の
観
光
拠
点
の
一

つ
と
し
て
も
、
国
指
定
史
跡
で
あ
る
幡
羅

官
衙
遺
跡
を
活
用
し
た
公
園
整
備
が
望
ま

し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

近
隣
市
町
と
連
携
し
、
効
率
的
に
業
務
を
実
施
し
て
い
く

組
合
で
共
同
処
理
し
て
い
る
事
務
を
深
谷
単
独
で
行
え
な
い
か

加
か

藤
とう

利
とし

江
え

柴
しば

崎
さき

重
しげ

雄
お

Q　

感
染
拡
大
、
感
染
者
数
の
高
止
ま
り

と
収
束
の
み
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
が

3
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と
対
策
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

A　

ワ
ク
チ
ン
供
給
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

3
割
、
モ
デ
ル
ナ
社
製
7
割
と
な
っ
て
い

る
が
、
初
回
接
種
後
6
カ
月
経
過
の
方
へ

前
倒
し
で
接
種
券
を
発
送
し
、
ど
ち
ら
の

ワ
ク
チ
ン
も
予
約
が
埋
ま
っ
て
い
る
。
接

種
率
は
65
歳
以
上
59
・
6
％
、
全
年
齢
21

・
2
％（
3
／
6
時
点
、
Ｖ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る
）

で
あ
る
。
そ
し
て
、
家
庭
内
感
染
防
止
と

し
て
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
貸
出
し
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
小
中
学
校
で
は
従
来
の

感
染
予
防
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
エ

ア
ロ
ゾ
ル
感
染
を
防
ぐ
備
品
を
整
備
し
、

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
る
。
今
後
の

行
事
、
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
市
の
対
策
本
部

の
運
用
基
準
に
照
ら
し
て
判
断
し
て
い
く
。

●
深
谷
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
は

Q　

2
年
続
き
の
大
河
ド
ラ
マ
で
全
国
発

信
さ
れ
て
い
る
深
谷
で
あ
る
が
、
そ
の
効

果
と
、
今
後
の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

A　

渋
沢
栄
一
翁
関
連
で
、
施
設
来
場
者

数
は
66
万
8
3
6
人
と
な
っ
た
。
令
和
4

年
度
は「
渋
沢
栄
一
ひ
と
づ
く
り
カ
レ
ッ

ジ
」事
業
を
進
め
、
全
国
的
に
栄
一
翁
ス

ピ
リ
ッ
ト
の
輪
を
広
げ
、
新
紙
幣
発
行
に

向
け
た
気
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
現
在
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ
登
場
の

畠
山
重
忠
公
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

歴
史
セ
ミ
ナ
ー「
重
忠
カ
レ
ッ
ジ
」、
慰
霊

の
献
花
式
も
実
施
し
て
い
く
。
今
後
も
関

係
部
署
と
情
報
共
有
、
連
携
し
、
こ
の
機

会
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
深
谷
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
進
め
た
い
。

対
策
本
部
を
設
置
し
、
随
時
対
応
や
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

Q　

広
く
市
民
へ
の
普
及
を
考
え
る
な
ら

指
定
販
売
場
所（
ネ
ギ
ー
を
チ
ャ
ー
ジ
で

き
る
場
所
）の
増
設
か
変
更
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

A　

現
在
募
集
を
行
っ
て
い
て
少
し
ず
つ

増
加
し
、
合
計
12
カ
所
と
な
っ
た
。
今
後

も
、
市
の
関
連
施
設
等
で
拡
大
が
図
れ
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

Q　

通
常
販
売
以
外
の
活
用
で
、
敬
老
会

の
祝
い
品
や
、
子
育
て
世
代
支
援
策
等
で

ネ
ギ
ー
が
支
給
さ
れ
た
。
捨
て
て
し
ま
っ

た
方
や
、
カ
ー
ド
が
使
え
る
と
思
い
間
違

っ
て
買
い
物
を
し
た
方
が
い
る
と
聞
く
。

利
用
に
対
す
る
周
知
徹
底
は
大
丈
夫
だ
っ

た
の
か
。

A　

ネ
ギ
ー
が
使
え
る
店
一
覧
表
に
つ
い

て
は
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
改
善
し
て

い
き
た
い
。
周
知
徹
底
に
つ
い
て
は
、
関

連
す
る
自
治
会
・
民
生
委
員
・
老
人
会
等

へ
周
知
徹
底
し
て
き
た
。
今
後
も
引
き
続

き
連
携
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

Q　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
2
弾
と
し
て
、

新
た
に
決
定
し
た
健
康
保
険
証
の
利
用
や
、

公
金
受
取
口
座
の
登
録
等
に
対
す
る
市
の

対
応
と
、
保
険
証
と
し
て
利
用
が
可
能
な

医
療
機
関
が
市
内
に
何
箇
所
あ
る
の
か
。

A　

令
和
2
年
1
月
か
ら
本
庁
舎
一
階
に

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
支
援
専
用
窓
口
」を
設

置
し
て
対
応
し
て
い
る
。
な
お
、
市
内
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

利
用
が
可
能
な
医
療
機
関
は
32
カ
所
あ
る
。

国
主
導
に
よ
り
導
入
支
援
が
行
わ
れ
、
今

後
順
次
増
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
市

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
手
続
き
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

中
なか

矢
や

寿
ひさ

子
こ

カ
ー
ド
タ
イ
プ
は
三
種
類
の
方
法
が
あ
る

地
域
通
貨
ネ
ギ
ー
発
行
方
法
等
に
つ
い
て
問
う

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質 問 項 目 一 覧
〇中矢　寿子…………………… P8
　・地域通貨ネギー
　・マイナンバーカード関連
〇柴崎　重雄…………………… P9
　・新型コロナウイルス対策
　・深谷市のイメージアップ
〇加藤　利江…………………… P9
　・大里広域市町村圏組合
　・生活支援体制整備事業
　・下郷地区の公園
　・今後の市民団体の運営
〇清水　健一………………… P10
　・危機管理
　・ゼロカーボンシティ
〇石川　克正………………… P10
　・市長４期目に期待すること
　・消防行政
　・市政運営のさらなる透明性確保
〇福島　秀樹………………… P11
　・小中学校の水泳授業
　・ゼロカーボンシティふかや宣言

後の対応

〇三田部 恒明 ……………… P15
　・消防行政
　・環境行政
〇今井　慶一郎……………… P15
　・渋沢栄一顕彰事業
　・防災行政無線
　・ゴミ減量・資源リサイクル事業
〇村川　徳浩………………… P16
　・公益通報制度
　・中央土地区画整理事業
　・市長の資産公開
〇小林　真…………………… P16
　・市役所西通りの田谷地内で道路

が回り込んでいる樹木
　・中央土地区画整理事業
〇茂木　一郎………………… P17
　・鐘撞堂山ふるさとの森
〇⻆田　義徳………………… P17
　・ゼロカーボンシティふかや
　・職員人事制度

〇小嶋　隆…………………… P11
　・道路等の整備
〇馬場　茂…………………… P12
　・新型コロナウイルス感染症
　・市長施政方針
〇湯本　哲昭………………… P12
　・中学校の部活動
　・ファミリー・サポート・センタ 
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Q　

現
在
ま
で
の
整
備
状
況
は
。

A　

上
原
か
ら
田
中
地
区
ま
で
の
延
長
約

1
，
0
8
0
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
2
年
度
に
は
、
立
体
交
差
部
の
修
正

設
計
を
実
施
。
3
年
度
に
つ
い
て
は
、
秩

父
鉄
道
と
の
工
事
に
係
る
協
定
締
結
に
向

け
た
調
整
や
共
用
物
件
移
設
の
協
議
を
実

施
し
た
。
な
お
、
用
地
買
収
率
は
98
％
で

あ
る
。
令
和
4
年
度
は
、
秩
父
鉄
道
と
工

事
に
係
る
基
本
協
定
の
締
結
を
行
い
、
年

度
内
の
工
事
着
手
を
目
指
し
、
電
柱
移
設

や
上
下
水
道
の
切
り
回
し
工
事
等
の
準
備

に
つ
い
て
も
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Q　

本
事
業
の
促
進
に
係
る
要
望
活
動
は
。

A　

改
め
て
促
進
に
係
る
要
望
活
動
は
予

定
し
て
い
な
い
が
、
県
は
令
和
4
年
度
か

ら
は
、
本
路
線
を
重
点
整
備
す
る
こ
と
と

し
、
早
期
完
了
を
目
指
す
。

Q　

自
治
会
か
ら
の
要
望
状
況
と
整
備
は
。

A　

こ
の
3
年
間
に
お
け
る
平
均
の
要
望

件
数
に
つ
い
て
は
54
件
で
、
実
施
率
は
29

件
の
実
施
に
よ
り
約
54
％
と
な
っ
て
い
る
。

道
路
の
維
持
修
繕
に
関
す
る
要
望
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
度
は
2
6
4
件
、
令
和

元
年
度
は
3
0
9
件
、
令
和
2
年
度
は
4

3
4
件
で
対
応
率
は
1
0
0
％
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
市
全
体
の
状
況
を
見
な
が

ら
限
ら
れ
た
予
算
を
効
率
的
、
効
果
的
に

進
め
て
い
る
。

※
市
で
は
3
月
議
会
終
了
後
、
県
道
深
谷

嵐
山
線
整
備
の
埼
玉
県
へ
の
要
望
に
つ
い

て
、
地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
、
埼
玉
県
と

調
整
を
行
い
、
要
望
活
動
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

小
こ

嶋
じま

　 隆
たかし

今
年
度
か
ら
は
、
本
路
線
を
重
点
整
備
す
る

県
道
深
谷
嵐
山
線
の
今
後
の
整
備
予
定
は

福
ふく

島
しま

秀
ひで

樹
き

Q　

水
泳
授
業
は
年
間
何
時
間
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

A　

水
泳
授
業
は
年
間
体
育
授
業
の
1
割

程
度
で
、
10
時
間
程
度
を
計
画
。

Q　

埼
玉
県
と
比
較
し
て
深
谷
市
全
体
の

児
童
生
徒
の
泳
力
は
。

A　

令
和
元
年
度
調
査
で
は
深
谷
市
の
泳

力
は
ほ
ぼ
同
等
ま
た
は
低
い
状
況
。

Q　

各
学
校
の
プ
ー
ル
の
老
朽
化
は
。

A　

老
朽
化
は
顕
著
で
あ
る
が
、
プ
ー
ル

を
運
営
す
る
た
め
の
応
急
的
な
修
繕
を
行

い
、
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

Q　

維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
。

A　

令
和
3
年
は
2
，
1
1
6
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
設
備
点
検
、
水
質
検
査
、
修

繕
費
、
薬
剤
費
、
上
下
水
道
費
等
で
あ
る
。

Q　

水
泳
授
業
の
民
間
委
託
の
考
え
は
。

A　

検
討
の
結
果
①
改
修
工
事
よ
り
も
費

用
が
抑
え
ら
れ
る
②
民
間
委
託
に
よ
り
専

門
的
な
指
導
が
受
け
ら
れ
泳
力
向
上
が
期

待
で
き
る
③
室
温
・
水
温
が
一
定
の
状
況

で
授
業
が
で
き
児
童
生
徒
が
体
調
を
崩
し

に
く
い
な
ど
様
々
な
利
点
が
あ
る
。
以
上

に
よ
り
、
令
和
4
年
度
は
小
学
校
2
校
で

試
行
的
に
実
施
し
、
検
討
を
進
め
る
。

●「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や

宣
言
」後
の
対
応
に
つ
い
て

Q　

令
和
4
年
度
以
降
の
取
り
組
み
は
。

A　

住
宅
用
省
エ
ネ
設
備
設
置
費
補
助
金

の
交
付
や
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

等
を
継
続
し
、
ふ
か
や
ｅ
パ
ワ
ー
と
連
携

し
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
新
た
な
環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
に

よ
り
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
」

の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

令
和
４
年
度
よ
り
試
行
的
に
実
施
す
る

小
中
学
校
の
水
泳
授
業
の
民
間
委
託
の
考
え
は

Q　

小
島
市
長
4
期
目
、
初
の
議
会
で
あ

る
。
期
待
す
る
政
策
に
つ
い
て
質
問
さ
せ

て
も
ら
い
た
い
。
ま
ず
、
市
の
最
上
位
計

画
で
あ
る「
総
合
計
画
」後
期
基
本
計
画
の

策
定
方
針
は
。

A　

広
く
市
民
の
意
見
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
全
庁
的
に
検
討
す
る
。
更
に
審
議
会

を
設
置
し
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
策
定

を
進
め
る
。

Q　

現
在
社
会
の
変
化
は
大
き
い
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
は
急
速
に
市
民
に
浸
透
し
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
後
起
こ
り
え
る
だ

ろ
う
社
会
価
値
観
の
変
化
は
ど
う
予
想
で

き
る
か
。
基
本
計
画
も
社
会
変
化
を
機
動

的
に
対
応
で
き
る
よ
う「
柔
軟
に
」対
応
で

き
る
計
画
と
す
る
べ
き
で
は
。

A　

予
想
し
え
な
い
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
な
が
ら
も
、
施
策
の
着
実
な
推
進
が
図

れ
る
計
画
と
し
て
い
き
た
い
。

Q　

期
待
す
る
次
の
質
問
。
市
に
お
い
て

渋
沢
栄
一
翁
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
、

千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
こ
れ
か
ら
も
活

性
化
に
結
ん
で
い
く
に
は
。

A　

深
谷
へ
訪
れ
た
方
々
の
人
の
流
れ
を

促
進
さ
せ
て
い
く
た
め
、
深
谷
テ
ラ
ス
や

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
と
の
連
携
に
よ
る
回
遊
策

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q　

次
に
都
市
計
画
道
路
行
政
に
つ
い
て
。

計
画
は
あ
る
が
、
全
く
手
が
付
け
ら
れ
て

い
な
い
道
路
も
あ
る
と
聞
く
。
こ
こ
ま
で

の
道
路
行
政
の
取
り
組
み
は
。

A　

小
島
市
長
就
任
前
か
ら
引
き
継
い
だ

工
区
は
7
工
区
。
就
任
後
、
新
た
に
着
手

し
た
工
区
は
4
工
区
あ
る
。
そ
の
11
工
区

中
6
工
区
が
開
通
に
至
っ
て
お
り
、
整
備

は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

石
いし

川
かわ

克
かつ

正
まさ

人
の
流
れ
を
促
進
さ
せ
市
内
回
遊
策
に
取
り
組
む

昨
年
深
谷
市
の
知
名
度
は
上
が
っ
た
。
今
後
の
活
性
化
策
は

清
し

水
みず

健
けん

一
いち

Q　

国
は
中
小
企
業
が
行
う
感
染
症
対
策

を
盛
り
込
ん
だ
、
防
災
・
減
災
の
事
前
対

策
に
関
す
る
計
画
を
経
済
産
業
大
臣
が
認

定
す
る
制
度
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は

埼
玉
県
も
作
成
支
援
を
強
化
す
る
と
し
て

い
る
が
、
市
は
対
応
を
ど
う
す
る
の
か
。

A　

市
は
、
深
谷
商
工
会
議
所
、
ふ
か
や

市
商
工
会
と
支
援
計
画
を
策
定
し
た
。
市

内
事
業
者
が
防
災
・
減
災
に
目
を
向
け
、

更
に
計
画
を
策
定
す
る
事
業
者
が
増
え
る

よ
う
、
啓
発
や
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

●
深
谷
市
の
危
機
管
理
対
応
は
、ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

Q　

市
と
し
て
の
危
機
の
定
義
、
類
型
想

定
さ
れ
る
事
象
に
つ
い
て
伺
う
。

A　

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
、
地
震

や
風
水
害
、
大
雪
等
の
自
然
災
害
、
大
規

模
火
災
や
放
射
性
物
質
に
係
る
事
故
等
の

事
故
災
害
、
国
民
保
護
法
に
基
づ
く
武
力

攻
撃
事
態
や
大
規
模
テ
ロ
等
に
よ
る
緊
急

対
処
事
態
等
を
想
定
し
て
い
る
。
事
象
と

し
て
は
、
人
的
被
害
や
建
物
被
害
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
等
へ
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。

Q　

そ
れ
ぞ
れ
の
危
機
に
対
し
て
、
ど
の

様
な
体
制
で
対
応
す
る
の
か
。

A　

総
務
防
災
課
が
中
心
と
な
り
、
各
部

署
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向

け
て

Q　

国
は
新
し
い
施
策
と
し
て
、
食
と
く

ら
し
の
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
制
度

を
創
設
し
た
が
活
用
す
る
の
か
伺
う
。

A　

当
事
業
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と

い
う
公
益
を
追
求
し
な
が
ら
、
個
人
の
利

益
を
高
め
て
い
く
制
度
な
の
で
、
国
の
動

向
を
注
視
し
調
査
研
究
し
て
い
く
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
を
含
め
て
研
究
し
て
い
く

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
に
奨
励
金
の
交
付
は
い
か
が
か

県道深谷嵐山線

パティオのプール
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鈴
すず

木
き

三
みつ

男
お

Q　

豪
雨
災
害
な
ど
に
対
応
し
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が

障
害
者
向
け
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

も
必
要
で
は
な
い
か
。

A　

現
在
の
と
こ
ろ
障
害
者
向
け
や
外
国

語
版
を
作
成
す
る
予
定
は
な
い
が
、
効
果

的
な
補
助
資
料
な
ど
研
究
し
て
い
く
。

Q　

深
谷
市
内
に
は
、
多
く
の
外
国
籍
の

方
も
暮
ら
し
て
い
る
が
、
外
国
語
版
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
必
要
で
は
な
い
か
。

A　

外
国
の
方
向
け
の
防
災
ガ
イ
ド
は
、

英
語
、
中
国
語
な
ど
で
書
か
れ
た
防
災
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
窓
口
で
配
布
す
る
。
さ
ら

に
県
の
外
国
語
に
対
応
し
た
防
災
の
ペ
ー

ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
設
定
し
て
い
る
。

●
扶
養
照
会
は
援
助
が
期
待
で
き
る

人
に

Q　

扶
養
照
会
が
、
生
活
保
護
の
利
用
を

た
め
ら
う
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
厚
労
省

は
、
援
助
が
期
待
で
き
る
人
に
行
う
よ
う

通
知
を
出
し
て
い
る
が
、
生
活
保
護
の
し

お
り
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A　

市
で
は
、
県
の
様
式
に
準
じ
た
「
保

護
の
し
お
り
」
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、

生
活
保
護
の
制
度
説
明
の
際
に
、
扶
養
照

会
を
行
わ
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
説
明

し
て
い
る
が
、
県
と
相
談
の
上
、
厚
労
省

の
通
知
の
内
容
を
記
載
す
る
。

●
米
価
下
落
の
稲
作
農
家
に
事
業
支

援
を

Q　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
伴
う
外
食
産
業
の
減
少
に
よ
り
米
価
下

落
の
影
響
を
受
け
た
稲
作
農
家
に
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

A　

深
谷
市
は
、
ネ
ギ
な
ど
の
野
菜
と
花

き
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
た
め
、
稲
作
農
家

を
支
援
す
る
予
定
は
な
い
。

現
在
作
成
し
て
い
な
い
が
、
効
果
的
な
資
料
な
ど
研
究
す
る

障
害
者
向
け
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
も
し
て
い
る
の
か

田
た

口
ぐち

英
ひで

夫
お

Q　

昨
年
、
保
存
活
用
計
画
が
策
定
さ
れ

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
整
備
状
況
は
。

A　

現
地
に
説
明
板
や
、
幡
羅
公
民
館
・

幡
羅
小
学
校
に
ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
た
。

Q　

今
後
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

A　

ま
ず
は
史
跡
の
公
有
化
を
行
っ
た
の

ち
、
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
を
進
め
る
計

画
で
あ
る
。

Q　

今
後
の
活
用
方
法
は
。

A　

史
跡
公
園
と
し
て
整
備
し
た
後
は
、

生
涯
学
習
や
学
校
教
育
等
に
お
い
て
、
史

跡
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
な
お
か

つ
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

Q　

例
え
ば
、
芝
生
を
張
り
、
子
ど
も
た

ち
が
自
由
に
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
よ
う

な
広
場
と
し
て
考
え
て
は
ど
う
か
。

A　

史
跡
の
保
存
が
前
提
で
あ
る
が
、
日

常
的
な
憩
い
の
場
と
し
て
、
多
目
的
に
活

用
で
き
る
よ
う
な
整
備
を
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Q　

本
質
的
な
価
値
を
顕
在
化
し
て
活
用

と
あ
る
が
、
幡
羅
郡
家
イ
メ
ー
ジ
画
の
よ

う
な
夢
の
あ
る
も
の
を
考
え
て
欲
し
い
。

A　

隣
接
地
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を
設
置

し
、
映
像
技
術
も
高
度
化
し
て
い
る
の
で
、

ジ
オ
ラ
マ
や
Ｖ
Ｒ
等
、
視
覚
的
に
訴
え
る

も
の
を
取
り
入
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

Q　

公
有
化
に
向
け
て
の
今
後
の
予
定
は
。

A　

土
地
購
入
費
用
を
算
出
す
る
た
め
に
、

土
地
の
鑑
定
評
価
を
実
施
す
る
費
用
を
、

令
和
4
年
度
予
算
に
計
上
し
た
。
議
決
後

に
速
や
か
に
実
施
し
、
そ
の
後
、
順
次
用

地
買
収
を
行
い
、
史
跡
の
公
有
化
に
向
け

た
事
務
を
進
め
て
い
く
。

公
有
化
を
行
い
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
し
て
い
く
予
定
で
あ
る

幡
羅
官
衙
遺
跡
の
今
後
の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か

Q　

外
部
指
導
者
採
用
の
経
緯
は
。

A　

平
成
9
年
度
に
国
に
お
い
て
制
度
化

さ
れ
市
で
も
取
り
入
れ
て
今
日
に
至
っ
て

お
り
、
各
中
学
校
長
が
選
任
し
教
育
委
員

会
が
決
定
し
て
い
る
。

Q　

外
部
指
導
者
の
役
割
は
。

A　

深
谷
市
で
は
中
学
校
の
全
て
の
教
員

が
部
活
動
の
顧
問
に
な
り
生
徒
た
ち
と
向

き
合
い
指
導
・
運
営
に
努
め
て
い
る
が
、

少
子
化
に
よ
る
教
員
数
の
減
少
な
ど
か
ら

生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
部
活
動
を
設
置

す
る
事
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
学

校
に
よ
っ
て
は
指
導
経
験
の
少
な
い
競
技

の
顧
問
を
担
当
す
る
こ
と
も
あ
り
専
門
的

な
技
術
指
導
を
十
分
に
行
え
な
い
ケ
ー
ス

等
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。

Q　

採
用
し
て
い
る
競
技
と
人
数
は
。

A　

柔
道
・
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
剣
道
・
吹
奏
楽
等
で

現
在
39
名
が
技
術
的
指
導
に
あ
た
っ
て
お

り
、
係
わ
っ
て
い
る
年
数
は
最
長
の
人
で

13
年
、
平
均
7
年
と
な
っ
て
い
る
。

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
に
つ
い
て

Q　

活
動
の
内
容
は
。

A　

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
依
頼
会

員
と
支
援
を
行
う
協
力
会
員
と
事
務
局
の

3
者
で
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
援
助
内

容
を
取
り
決
め
、
協
力
会
員
は
児
童
を
保

育
施
設
や
塾
な
ど
に
送
迎
す
る
等
の
活
動

を
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
。
対
象
は

生
後
6
カ
月
以
上
か
ら
小
学
6
年
生
ま
で

の
児
童
。
市
で
は
令
和
3
年
4
月
か
ら
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
等
の
ひ
と
り
親
世
帯

等
が
支
払
う
利
用
料
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
。

湯
ゆ

本
もと

哲
てつ

昭
あき

顧
問
の
教
員
と
連
携
・
協
力
し
技
術
的
指
導
を
行
う
者
で
あ
る

中
学
校
の
部
活
動
に
お
け
る
外
部
指
導
者
と
は

Q　

今
年
に
な
っ
て
か
ら
第
6
波
の
感
染

拡
大
が
続
い
て
い
る
。現
状
は
ど
う
か
。

A　

3
月
10
日
ま
で
の
陽
性
者
数
は
、
小

学
生
3
7
8
名
、
中
学
生
96
名
、
教
職
員

等
40
名
で
あ
る
。
ま
た
学
級
閉
鎖
は
小
学

校
11
校
45
学
級
、
中
学
校
8
校
16
学
級
、

学
年
閉
鎖
は
小
学
校
10
校
19
学
年
、
中
学

校
4
校
5
学
年
、
学
校
閉
鎖
は
小
学
校
1

校
で
あ
る
。
学
級
閉
鎖
中
の
学
習
指
導
に

つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
健
康
観

察
、
課
題
配
信
や
リ
モ
ー
ト
学
習
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
と
も
感
染
防
止

対
策
の
徹
底
及
び
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
等

を
通
し
て
、
生
徒
の
学
び
を
保
障
す
る
と

と
も
に
不
登
校
児
童
生
徒
等
へ
の
き
め
細

や
か
な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

●
市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

Q　

児
童
館
建
設
に
つ
い
て
の
表
明
が
あ

っ
た
が
、具
体
的
な
内
容
は
。

A　

現
時
点
で
は
児
童
館
の
種
類
、設
置

場
所
、建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
決
ま

っ
て
い
な
い
。先
進
地
の
事
例
な
ど
を
参

考
に
、調
査
、研
究
し
て
い
く
。

Q　

ベ
ジ
タ
ブ
ル
テ
ー
マ
パ
ー
ク
フ
カ
ヤ

で
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
訪
れ
た
人
達
に
、

市
内
を
回
遊
し
て
も
ら
い
、
市
内
全
体
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
く
と
あ
る
が
、
具
体

的
な
施
策
は
。

A　

夏
の
ふ
か
や
さ
い
フ
ェ
ア
、冬
の
深

谷
ね
ぎ
フ
ェ
ア
に
お
い
て
ベ
ジ
ワ
ン
グ
ラ

ン
プ
リ
を
開
催
、さ
ら
に
深
谷
ね
ぎ
オ
ー

ナ
ー
制
度
や
農
業
体
験
、秩
父
鉄
道
と
の

連
携
に
よ
る
Ｓ
Ｌ
ベ
ジ
タ
ブ
ル
テ
ー
マ
パ

ー
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
運
行
、長
瀞
駅
前

マ
ル
シ
ェ
な
ど
を
開
催
、今
後
も
市
内
回

遊
を
促
す
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

馬
ば

場
ば

　 茂
しげる

陽
性
者
数
は
小
中
学
校
合
わ
せ
て
、
５
１
４
名
で
あ
る

小
中
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
は

農林水産業の基本指標　2020年農林業センサスより

深谷と熊谷との比較 深谷市 熊谷市

全農家数 2,194戸 1,663戸

米生産農家数 1,096戸 1,248戸

米生産農家割合 50% 75%

米作付面積 756ha 1,753ha

米の産出額 9.9億円 21.7億円

米の産出割合 3% 30%

農業生産額 290.3億円 72.0億円

野菜の産出額 178.6億円 36.8億円

幡羅郡家イメージ画 農業体験を楽しむこども
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井
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慶
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郎
ろう

Q　

市
民
に
広
く
防
災
行
政
情
報
が
届
く

よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
利
用
し
た

防
災
行
政
放
送
の
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

A　

Ｆ
Ｍ
を
受
信
で
き
な
い
地
域
が
あ
る

な
ど
課
題
は
あ
る
が
、
今
後
、
情
報
伝
達

手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
Ｆ
Ｍ
を
利
用
し

て
必
要
な
情
報
を
い
か
に
タ
イ
ム
リ
ー
に

市
民
の
皆
様
に
お
伝
え
で
き
る
か
を
深
谷

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
社
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

●
本
市
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
り
組
み
は

Q　

本
年
4
月
に
施
行
さ
れ
る
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
新
法
」
を
見
据
え
て
、
本
市
の
取

り
組
み
や
課
題
を
知
り
た
い
。

A　

ご
み
分
別
に
お
け
る
市
民
の
皆
様
へ

の
周
知
の
徹
底
が
課
題
で
あ
る
が
、
例
え

ば
本
年
1
月
よ
り
、
集
団
回
収
時
の
対
象

品
目
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
回
収
品
目
を

増
や
す
等
、
強
化
も
始
め
て
い
る
。
今
後
、

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
等
と
の
審
議
会

等
を
通
じ
て
、
取
り
組
み
の
方
向
性
を
固

め
て
い
く
。

●
渋
沢
栄
一
顕
彰
事
業
の
取
り
組
み

はQ　

事
業
を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ
な
い
た

め
に
、
今
後
、
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

A　

渋
沢
栄
一
政
策
推
進
部
が
中
心
と
な

っ
て
、
他
部
署
や
諸
団
体
様
、
市
民
の
皆

様
と
の
調
整
・
連
携
を
得
て
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と
の
連
携
を
積
極
的
に
図
り
た
い

地
域
Ｆ
Ｍ
を
活
用
し
た
防
災
行
政
放
送
の
拡
充
を
す
る
べ
き

Q　

水
難
事
故
、
火
災
な
ど
災
害
状
況
を

映
像
、
音
声
で
迅
速
に
把
握
す
る
手
段
と

し
て
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
機
）
が
有
効

で
あ
り
、
導
入
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

A　

ド
ロ
ー
ン
の
有
用
性
に
つ
い
て
は
深

く
認
識
し
て
お
り
、
活
用
説
明
会
・
飛
行

実
験
等
へ
の
受
講
な
ど
知
識
や
認
識
を
深

め
て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
登
録
制
度
創
設
、

さ
ら
に
令
和
4
年
度
に
操
縦
ラ
イ
セ
ン
ス

や
機
体
認
証
制
度
な
ど
の
導
入
も
予
定
さ

れ
て
お
り
、
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

●
プ
ラ
資
源
循
環
促
進
法
へ
の
対
応

Q　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
が

本
年
4
月
施
行
と
な
る
。
柱
の
一
つ
が
市

町
村
の
分
別
収
集
や
再
商
品
化
で
あ
り
、

検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A　

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
そ
の
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
区
別
す
る
こ
と
な
く

収
集
し
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
「
資
源
」
と
し
て
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
現
在
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
み
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
食
品
ト
レ
イ
等
の
容
器
包

装
プ
ラ
と
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は

燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
収
集
処
分
し
て
い
る
。

今
後
、
市
と
し
て
共
同
処
理
し
て
い
る
大

里
広
域
市
町
村
圏
組
合
お
よ
び
熊
谷
市
・

寄
居
町
と
協
議
し
、
先
進
事
例
等
参
考
に

し
な
が
ら
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

Q　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
宣
言
、
プ

ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
を
し
、
自
ら
行
動
し
よ

う
と
い
う
自
治
体
も
年
々
増
え
て
い
る
。

宣
言
す
る
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
で
き
る
取

組
に
つ
い
て
推
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

A　

宣
言
お
よ
び
具
体
的
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

三
み

田
た

部
べ

恒
つね

明
あき

国
動
向
や
関
係
法
令
改
正
な
ど
注
視
し
調
査
・
研
究
す
る

消
防
行
政 

― 

ド
ロ
ー
ン
導
入
へ
の
検
討
を
す
べ
き
で
あ
る

Q　

川
本
町
の
時
代
、「
川
本
空
手
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
」が
川
本
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
た
。
そ

の
際
、
利
用
料
金
は
掛
か
ら
ず
、
無
料
で

利
用
し
て
い
た
が
、
1
市
3
町
合
併
後
、

深
谷
市
と
な
り
、「
深
谷
市
川
本
空
手
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」と
名
称
も
変
わ
り
、

使
用
料
が
有
料
と
な
っ
た
。
現
在
、
団
体

の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
目

指
す
少
年
の
育
成
を
鑑
み
、
以
前
の
よ
う

に
無
料
と
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

A　

川
本
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
は
、
昭
和
61
年
度
に
農
業
者
な
ど
の
健

康
維
持
増
進
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の

で
、
現
在
は
、
施
設
の
利
用
を
通
じ
て
、

市
民
の
交
流
や
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
の
使
用
料
は
、
平
成
23
年
に
、

受
益
者
負
担
の
考
え
の
も
と
行
わ
れ
た
公

共
施
設
の
使
用
料
見
直
し
の
際
に
検
討
し

た
も
の
で
、
施
設
を
利
用
す
る
方
だ
け
の

利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
、
利
用
者
に
経
費

の
一
部
を
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
施

設
を
利
用
し
な
い
方
と
の
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
、
各
施
設
に
お
い
て
規
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
当
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
市
内
小
中
学
校
が
教
育
目

的
で
利
用
す
る
場
合
や
市
主
催
事
業
に
つ

い
て
の
み
使
用
料
が
減
免
さ
れ
、
無
料
で

利
用
で
き
る
状
況
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
既
に
子
ど
も

た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
配
慮
し
た
低
額

料
金
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

す
る
少
年
団
が
市
内
公
民
館
を
使
用
す
る

場
合
と
同
額
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後

も
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
使
用
料
を
無
料

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
規
定
し

た
最
低
限
の
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

永
なが

田
た

勝
かつ

彦
ひこ

公
平
性
の
観
点
か
ら
、
無
料
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

川
本
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
を
無
料
に

Q　

三
菱
地
所
・
サ
イ
モ
ン
㈱
は
、
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
の
駐
車
台
数
を
3
，
1
7
5
台

と
説
明
し
た
が
、
過
去
の
議
会
答
弁
は
4
，

5
0
0
台
以
上
で
あ
っ
た
。
駐
車
台
数
が

足
ら
な
け
れ
ば
、
交
通
渋
滞
や
違
法
駐
車

等
が
発
生
し
、
地
域
住
民
の
交
通
上
、
生

活
上
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
。
市
は
必
要

十
分
な
台
数
と
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

A　

三
菱
地
所
・
サ
イ
モ
ン
㈱
が
、
既
存

施
設
の
来
場
実
績
か
ら
算
出
さ
れ
た
台
数

で
あ
る
。
ま
た
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
設

置
者
が
届
け
出
る
必
要
駐
車
台
数
は
2
，

4
8
0
台
と
算
出
さ
れ
、
計
画
図
面
は
3
，

1
7
5
台
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
台
数

は
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
で
あ

る
。

Q　

こ
れ
ま
で
は
、
最
大
来
場
台
数
1
万

3
千
台
を
想
定
し
、
駐
車
台
数
を
4
，
5

0
0
台
以
上
と
し
て
き
た
が
、
現
在
は
平

均
的
な
休
日
の
来
場
台
数
で
あ
る
8
千
台

で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
8
千
台
以
上
の
来

場
台
数
が
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

A　

お
そ
ら
く
8
千
台
以
上
来
場
し
な
い
。

●
代
替
保
育
こ
そ
保
育
基
準
を
遵
守

す
べ
き

Q　
「
代
替
保
育
」特
例
は
、
職
員
配
置
基

準
の
緩
和
や
、
無
資
格
者
で
も
可
能
と
さ

れ
て
い
る
が
、
代
替
保
育
こ
そ
高
い
安
全

性
を
確
保
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

A　

他
の
施
設
で
行
う
代
替
保
育
は
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
施

設
で
の
代
替
保
育
と
い
う
形
は
と
ら
な
い
。

休
園
に
な
っ
た
際
は
、
ど
う
し
て
も
保
育

が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
子
ど
も
が
通
う

園
の
消
毒
済
み
の
部
屋
を
使
い
、
認
可
保

育
園
の
基
準
を
確
保
し
保
育
を
行
う
。

オ
ー
プ
ン
時
と
し
て
駐
車
台
数
は
確
保
し
て
い
る

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
駐
車
場
は
十
分
な
台
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か

プラスチック資源循環促進法のポイント

環境に配慮した設計の製品を国が認定する仕組みを
新設

使い捨てスプーンやストローを提供する飲食店やコ
ンビニなどが、有料化など取り組むべき基準を国が
策定

家庭から出るプラごみをプラスチック
資源として一括回収し、リサイクルが
促進するよう市区町村の努力義務に

メーカーや小売業者に使用済みプラ製品の自主回収
を認める

プラスチック資源循環促進法のポイント

三菱地所・サイモン株式会社による
説明会資料中の建物配置図

ＦＭふっかちゃん。88.5MHz 川本農業者トレーニングセンター
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ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

市政への一般質問市政への一般質問
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映像は
こちらから

映像は
こちらから

映像は
こちらから

映像は
こちらから

角
つの

田
だ

義
よし

徳
のり

Q　

職
員
人
事
制
度
に
つ
い
て
、
近
年
の

係
長
職
昇
任
試
験
、
管
理
職
昇
任
試
験
の

合
格
者
数
と
合
格
率
の
推
移
を
知
り
た
い
。

A　

過
去
5
年
の
実
施
状
況
だ
が
、
係
長

職
昇
任
試
験
に
つ
い
て
は
平
成
29
年
度
が

18
名
、
23
・
7
％
、
平
成
30
年
度
が
12
名
、

19
・
4
％
、
令
和
元
年
度
が
13
名
、
20
・

6
％
、
令
和
2
年
度
が
12
名
、
17
・
9
％
、

令
和
3
年
度
が
9
名
、
14
・
3
％
で
あ
る
。

管
理
職
昇
任
試
験
に
つ
い
て
は
平
成
29
年

度
が
12
名
、
13
％
、
平
成
30
年
度
が
6
名
、

6
・
3
％
、
令
和
元
年
度
が
6
名
、
7
％
、

令
和
2
年
度
が
6
名
、
6
・
2
％
、
令
和

3
年
度
が
4
名
、
4
・
3
％
で
あ
る
。

Q　

年
度
ご
と
の
合
格
者
数
で
差
が
あ
る

こ
と
に
よ
る
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維

持
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A　

昇
任
に
よ
っ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

向
上
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
職
員
は
昇
任

の
み
を
目
的
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

日
々
、
市
の
た
め
、
市
民
の
た
め
に
や
り

が
い
を
持
っ
て
業
務
に
従
事
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
と
も
、
研
修
を
実
施

す
る
等
、
全
て
の
職
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
く
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
に

つ
い
て

Q　

環
境
に
配
慮
し
た
車
両（
公
用
車
）の

今
後
の
導
入
計
画
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

A　

今
後
更
新
す
る
公
用
車
は
環
境
に
配

慮
し
た
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
使
用
時
間
や

使
用
距
離
な
ど
全
体
の
稼
働
状
況
を
調
査

し
、
適
正
な
公
用
車
台
数
を
把
握
し
た
後
、

導
入
方
法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
す
る
。

必
要
な
人
員
配
置
を
行
っ
て
お
り
良
好
な
状
態
で
あ
る

周
辺
他
市
と
比
べ
て
５
級
以
上
の
割
合
が
低
い
が
適
切
か

茂
もて

木
ぎ

一
いち

郎
ろう

Q　

森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
事
業
の
現

状
は
。

A　

令
和
元
年
か
ら
3
年
に
か
け
て
鐘
撞

堂
山
の
登
山
道
の
笹
刈
り
や
駐
車
場
等
の

除
草
業
務
委
託
を
実
施
す
る
ほ
か
、
霧
ヶ

谷
津
池
の
周
辺
に
設
置
さ
れ
て
い
る
老
朽

化
し
た
木
柵
の
一
部
、
合
計
3
7
5
メ
ー

ト
ル
の
修
繕
工
事
を
実
施
し
た
。
森
林
環

境
譲
与
税
は
使
途
が
森
林
の
整
備
や
木
材

利
用
の
促
進
等
に
関
す
る
費
用
と
定
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
目
的
に
あ
っ
た
事

業
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

Q　

登
山
道
や
池
の
周
り
の
管
理
や
日
常

的
な
点
検
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

A　

業
務
委
託
や
修
繕
工
事
を
す
る
際
な

ど
に
現
場
を
確
認
点
検
し
て
い
る
。
定
期

パ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
2
カ
月
に
1
回
は
職

員
が
山
頂
ま
で
登
り
な
が
ら
登
山
ル
ー
ト

上
の
倒
木
や
枯
れ
た
木
の
有
無
の
確
認
等

を
行
っ
て
い
る
が
広
大
な
森
林
の
た
め
目

の
届
か
な
い
部
分
も
あ
り
、
登
山
者
や
市

民
か
ら
の
通
報
を
も
と
に
対
応
し
て
い
る
。

Q　
「
鐘
撞
堂
山
ふ
る
さ
と
の
森
」観
光
マ

ッ
プ
で
は
深
谷
市
の
部
分
だ
け
が
記
載
さ

れ
て
い
る
た
め
寄
居
町
、
美
里
町
を
含
め

た
山
全
体
の
情
報
等
が
少
し
見
に
く
い
の

で
改
善
で
き
な
い
か
。

A　

山
頂
が
寄
居
町
と
の
行
政
境
で
あ
る

た
め
深
谷
市
内
か
ら
の
状
況
が
メ
イ
ン
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
の
マ
ッ
プ
更
新
に

当
た
っ
て
寄
居
町
と
調
整
し
、
双
方
の
市

町
の
登
山
ル
ー
ト
や
公
共
施
設
を
配
置
し

た
。
広
域
的
な
観
光
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は

埼
玉
県
に
相
談
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

目
的
に
あ
っ
た
事
業
を
実
施
し
て
い
る

鐘
撞
堂
山
の
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
事
業
の
現
状
は

Q　

一
本
木
を
残
し
て
50
年
以
上
守
っ
て

き
た
の
は
、
深
谷
市
民
の
お
お
ら
か
さ
だ

ろ
う
。
そ
の
安
全
・
保
全
は
。

A　

矢
印
板
や
反
射
板
で
注
意
を
引
き
、

万
一
の
衝
突
に
備
え
緩
衝
材
の
タ
イ
ヤ
を

設
置
。
平
成
30
年
度
に
は
電
線
や
通
行
に

差
し
支
え
な
い
よ
う
に
剪
定
し
、
植
栽
帯

は
自
治
会
の
協
力
で
保
全
し
て
い
る
。

●
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業

Q　

事
業
全
体
の
進
捗
状
況
は
。

A　

平
成
10
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
、

令
和
3
年
度
末
で
進
捗
率
35
・
5
％
を
見

込
ん
で
い
る
。

Q　

レ
ン
ガ
通
り
に
レ
ン
ガ
が
敷
設
さ
れ

経
緯
と
今
後
の
活
用
は
。

A　

平
成
10
年
度
決
定
の
事
業
計
画
で
、

レ
ン
ガ
舗
装
と
し
て
い
る
。
令
和
2
年
8

月
に
地
元
説
明
会
を
行
い
、
透
水
性
レ
ン

ガ
を
自
動
車
の
乗
り
入
れ
を
考
慮
し
た
網

代
貼
り
に
て
敷
設
し
た
。
今
後
は
中
心
市

街
地
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
市
民
に

活
用
し
て
ほ
し
い
。

Q　

深
谷
の
歴
史
・
文
化
を
表
す
レ
ン
ガ

通
り
は
す
ば
ら
し
い
。
一
方
、
こ
れ
か
ら

道
路
が
横
断
予
定
の
七
ツ
梅
酒
造
跡
。
区

画
整
理
で
深
谷
シ
ネ
マ
が
移
転
し
て
以
来

約
10
年
か
け
て
か
け
が
え
の
な
い
場
所
と

な
っ
て
い
て
、
こ
の
文
化
が
で
き
る
だ
け

長
く
続
い
て
ほ
し
い
。
田
谷
の
一
本
木
を

残
し
た
よ
う
に
道
路
計
画
を
変
更
す
る
か
、

ま
た
は
事
業
を
ゆ
っ
く
り
進
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

A　

現
在
の
区
画
道
路
の
計
画
に
つ
い
て
、

変
更
の
予
定
は
な
い
。
個
々
の
移
転
に
つ

い
て
は
、
全
体
の
進
捗
を
見
な
が
ら
移
転

先
が
空
い
て
き
た
段
階
で
交
渉
し
て
い
く
。

小
こ

林
ばやし

　 真
まこと

航
空
写
真
で
は
昭
和
44
年
に
現
状
通
り
だ
が
理
由
は
不
明

田
谷
の
一
本
木
を
道
路
が
回
り
込
ん
だ
経
緯
は

村
ミ ル ク

川 徳
お や じ

浩

Q　

生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
を
き
っ
か

け
に
始
ま
っ
た
、
公
益
通
報（
内
部
告
発
）

制
度
の
運
用
状
況
を
教
え
て
欲
し
い
。

A　

平
成
21
年
に
、
深
谷
市
職
員
等
公
益

通
報
条
例
が
施
行
さ
れ
、
現
在
ま
で
5
件

の
通
報
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
2
件
が
受

理
さ
れ
、
是
正
措
置
を
講
じ
た
。

Q　

公
益
通
報
制
度
は
機
能
し
て
い
る
か
。

A　

深
谷
市
で
は
通
報
先
が
、
外
部
の
弁

護
士
と
な
っ
て
い
る
た
め
通
報
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
。
複
数
の
通
報
も
あ
る
た
め

機
能
し
て
い
る
と
考
え
る
。

Q　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
市
長
へ
の
手
紙
に
、

地
方
議
員
の
口
利
き
記
録
制
度
導
入
に
つ

い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
。
自
治
体
の
職
員

が
、
議
員
の
優
越
的
立
場
に
よ
る
強
い
要

望
に
よ
り
、
困
惑
し
て
い
る
事
に
触
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
市
役
所
職
員
か
ら
の
手
紙

と
思
わ
れ
る
。
深
谷
市
に
は
、
不
都
合
な

事
実
を
隠
す
体
質
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A　

隠
ぺ
い
体
質
を
無
く
す
た
め
に
、
行

政
監
察
員
を
外
部
の
弁
護
士
に
し
て
い
る
。

継
続
的
に
制
度
の
周
知
を
図
り
、
透
明
で

公
正
な
市
政
運
営
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

●
市
長
の
資
産
公
開
に
つ
い
て

Q　

報
告
書
の
閲
覧
と
い
う
形
で
市
長
の

資
産
公
開
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
秘
書
室

ま
で
来
て
閲
覧
し
た
人
は
い
る
の
か
。

A　

過
去
5
年
間
で
は
一
度
も
な
い
が
、

平
成
27
年
に
は
2
件
あ
っ
た
。

Q　

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
噂
が
立
た
な
い
よ
う

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
資
産
公
開
し
て
は

ど
う
か
。

A　

多
く
の
自
治
体
と
同
様
の
資
産
公
開

制
度
で
あ
り
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
閲
覧
で

き
る
た
め
、
そ
の
考
え
は
な
い
。

複
数
の
通
報
が
あ
る
の
で
機
能
し
て
い
る
と
考
え
る

公
益
通
報（
内
部
告
発
）制
度
は
機
能
し
て
い
る
か

級 主な職名 職員数 構成比 職員数 構成比 職員数 構成比 主な職名 職員数 構成比

1級 主事補・技師補 63 5.9% 34 5.9% 50 9.3% 事務員・技術員 55 4.7%

2級 主事・技師 161 15.2% 122 21.3% 80 14.8% 主事・技師 190 16.3%

3級 主任 296 27.9% 146 25.5% 98 18.2% 主任 286 24.6%

4級 係長・主査 308 29.0% 110 19.2% 118 21.9% 係長・主査 275 23.7%

5級 課長補佐・主幹 129 12.1% 94 16.4% 72 13.3% 主幹 137 11.8%

6級 課長 59 5.6% 51 8.9% 71 13.2% 副課長 112 9.6%

7級 次長 28 2.6% 5 0.9% 34 6.3% 課長 85 7.3%

8級 部長 18 1.7% 10 1.7% 16 3.0% 部長 23 2.0%

1062 100% 572 100% 539 100% 計 1163 100%

5級以上の割合 22.0% 28.0% 35.7% 30.7%

埼玉県市議会議長会第三区議長会構成市の職員級別比較表（令和3年4月1日現在）

※赤いラインは昇級試験

計

【深谷市】 【本庄市】 【秩父市】 【熊谷市】

田谷の一本木と七ツ梅酒造跡

〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
C
D
版
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日 月 火 水 木 金 土
6 ／ 2 3 4

（開会）
議案説明 議案説明

5 6 7 8 9 10 11

議案質疑 議案質疑 福祉文教
委員会

産業建設
委員会

12 13 14 15 16 17 18
総務

委員会 一般質問 一般質問

19 20 21 22 23 24 25

一般質問 採決
（閉会）

　令和４年第１回定例会は、オミクロン株の勢いの衰えが見えないな
かで、令和４年度の予算を決める審議を⾏いました。
　小島市長３期１２年の成果が結実する令和４年度は、第２次深⾕市
総合計画前期基本計画の最終年度であり、令和５年度からの後期基本
計画を作り上げていく年でもあります。総合計画に掲げた将来都市像

「元気と笑顔の生産地　ふかや」の実現を目指して、市執⾏部と議会が
⾞の両輪となり市民本位の市政運営に努めてまいります。

湯本　哲昭

編 集 委 員 会

議会の生中継・録画配信
http://fukaya.gijiroku.com

6月定例会のお知らせ6月定例会のお知らせ
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深谷市パートナーシップ宣誓制度の導入について

宣誓することができる方

申請の流れ

市から交付されるもの

利用できるサービス

　深⾕市パートナーシップ宣誓制度は、双方または⼀方が性的指向及び性⾃認に係る性的少数者
である２人が、互いを人生のパートナーとし、日常生活において相互に協力しあうことを約束し
た関係であることを市に宣誓し、市がその宣誓を証明する制度です。婚姻制度とは異なり、法的
な権利や義務は生じませんが、２人に精神的な安心感を与え、日常生活における生きづらさの軽
減を願うとともに、社会的に性の多様性への理解が深まることを目指すものです。

次のいずれの要件にも該当する方。
（１） 成年であること。
（２） 市内に住所を有している又は宣誓の日から３か月以

内に転入を予定していること。
（３） 配偶者及び宣誓をしようとする相⼿以外にパート

ナーシップにある者がいないこと。
（４） 宣誓をする者同士が、近親者でないこと。ただし、

養⼦縁組によって近親者になった者を除く。

来庁、電話
メール

※申請から交付まで、市役所人権政策課での⼿続きとなります。
　なお、制度の利用及び証明書等の発⾏は無料です。

宣誓書を提出
証明書、証明
カードの交付

・パートナーシップ宣誓証明書
・パートナーシップ宣誓証明カード

（１）⾏政サービス（深谷市）
　パートナーシップ宣誓証明書（証明カード）によ
り税証明の発⾏、福祉サービス及び市営住宅の入居
等 15 件程度のサービスが配偶者及び親族同様の取扱
いとなります。

（２）民間サービス
　各事業者によって取扱いは異なりますが、携帯電
話の家族割引の適用、住宅ローンの連帯債務者の指
定、生命保険の死亡保険金受取人の指定及び病院に
おける患者の面会許可や⼿術同意等、パートナーシッ
プ宣誓証明書（証明カード）により配偶者及び親族
同様の取扱いとなっている例があります。

宣誓の予約 宣 誓 証明書の交付

［副委員長］
福島　秀樹
中矢　寿子

［委員長］
［ 委 員 ］

鈴木　三男
今井慶一郎
清水　健一

⻆田　義徳
小嶋　　隆
湯本　哲昭

［編集責任者］ 議長　武井　伸一

　「深谷テラスパーク」は、円形広場や野
菜や花をモチーフにした大型遊具、じゃぶ
じゃぶ池などを配置した約15,000㎡の
公園緑地（調整池約4,200㎡を含む。）で
気軽に「深谷の魅力」に触れることができ、
5月28日（土）にグランドオープンします。

深谷テラスパーク


